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大阪府立茨木西高等学校同窓会会則 

 

第１章 総 則 

＜名称＞ 

第１条 本会は、大阪府立茨木西高等学校同窓会（以下「本会」という。）という。 

 

＜所在地＞ 

第２条 本部事務局は、大阪府立茨木西高等学校（以下「母校」という。）内に置く。 

 

第２章 目的と事業 

＜目的＞ 

第３条 本会は会員相互の親睦をはかり、母校との連絡を密にして、 母校の発展をたすけ、

社会に貢献することを目的とする。 

 

＜事業＞ 

第４条 本会は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。 

（１） 本会の広報活動・会員名簿の整理・編集・管理に関すること 

（２） 本会の発展・強化充実に関すること 

（３） 母校への支援活動に関すること 

（４） その他、本会の目的達成に必要なこと 

 

第３章 会 員 

＜会員＞ 

第５条 会員となる者は、規約及び活動方針に賛同する次の者とする。 

（１） 母校の卒業生のうち、入会の意思を示した者を正会員とし、現・旧職員を特別

会員とする 

（２） 学校長は名誉会長とする 

２ 正会員となる者は、入会金を納付し資格を有する。 

また特別会員の納付は不要とする。 
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＜会員の権利・義務＞ 

第６条 会員は次の権利と義務を持つ。 

（１） 本会の全ての問題に関与する権利及び規約に定める会員としての平等の取り

扱いを受ける権利 

（２） 本会機関の決定に服すること 

 

＜処分＞ 

第７条 会員で次の行為があった場合は、該当する者は除名される。 

（１） 本会の体面を著しく汚す行為のあったとき 

（２） 本会の目的に著しく反した行為のあったとき 

（３） 会員としての義務に著しく違反する行為のあったとき 

２ 処分に関する事柄については理事会にて検討し、適時、臨時に総会を開催し 

決定する。 

 

第４章 組 織 

＜組織＞ 

第８条 本会の組織は本部事務局のみとする。 

 

＜本部事務局＞ 

第９条 本部事務局は母校との協議・調整を行い、理事会の決議を執行する。 

また、日常の業務を処理し、緊急の実態に責任を持って対処する。 

２ 本部事務局に次の決議・執行機関を置く。 

（１） 定期総会 

（２） 理事会 
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＜定期総会＞ 

第１０条 定期総会（以下「総会」という。）は本会の最高決議機関で、年１回に会長が招

集する。 

２ 会長が必要と認めたときは、臨時に総会を招集することができる。 

３ 若干名の理事を選出する。また理事となれるものは正会員とする。 

４ 理事の候補者となろうとする者は、総会に出席し立候補を申し出る。 

５ 総会の議長は理事の中から選出する。 

６ 議決権を持つ会員とは出席した正会員・特別会員及び会長に委任状を提出した者

とする。 

 

＜定期総会の成立と議決＞ 

第１１条 総会は議決権を持つ会員によって成立し、議事は、議決権を持つ会員の過半数で

決する。また可否同数の場合は議長が決める。 

２ 会員の処分に関する議事については議決権を持つ会員の３分の２以上で決する。 

 

＜総会の決議事項＞ 

第１２条 次の事項は、総会で決めなければならない。 

（１） 活動方針 

（２） 事業計画 

（３） 活動報告 

（４） 予算と決算 

（５） 会員の処分 

（６） 規約の制定・改廃 

 

＜理事会＞ 

第１３条 理事会は会長・副会長・理事で構成する。 

２ 理事会は、総会での決議を執行するほか、次の事項を取り扱い、その処理につい

ても総会にて責を負う。 

（１） 緊急事項を処理すること 

（２） 理事及び会員が、第６条の義務を怠り、または第７条第１項に係わる行

為により本会に重大な不利益を与えた場合は総会の議題とする 

３ 理事会の議長は、会長があたることとするが、副会長及び会長が指名した理事が

代行することができる。 

４ 会長が必要と認めたときは特別会員を理事会に招集することができる。 
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第５章 役 員 

＜役員＞ 

第１４条 本部に次の役員を置く。 

名誉会長    学校長 

会長       １名 

副会長      ２名 

会計       ２名 

会計監査員    １名 

           

＜役員の任務＞ 

第１５条 会長は本会を代表とし、本部事務局ならびに会務を運営する。 

２ 副会長１名は会長を補佐し、または代理する。 

３ 副会長１名は業務と事務を統括する。 

４ 広報・会報編集・周年事業は分担して執行にあたる。 

５ 会計は会計事務を担当し、学校の事務局長と連携をとる。 

６ 会計監査員は会計を監査する。また、総会にて監査経過と結果を報告する。 

 

＜役員の選出＞ 

第１６条 役員は、理事会にて公正かつ円滑に理事の互選により選出する。 

 

＜役員の任期＞ 

第１７条 役員の任期は選出された総会の年度から 2期 2年の期間とする。 

ただし、再選は妨げない。 

２ 補充によって就任した役員の任期は先任者の残りの期間とする。 
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第６章 会 計 

＜会計＞ 

第１８条 本会の会計は入会金並びに会員からの寄付金、その他の収入（以下「会費等」

という。）で運営する。 

２ 経費は、会費等から充当する。 

３ 会費等の一部は特別会計として積立てる。 

 

＜徴収方法＞ 

第１９条 入会金は卒業時に終身会員会費として金３，０００円を納付する。 

２ 会員には寄付金を募ることができる。 

 

＜会計年度＞ 

第２０条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３月３１日までとする。 

 

＜会計監査＞ 

第２１条 会計監査は、同窓会会計に係わる一切の出納に関し、毎年１回以上、期日を決

めて監査しなければならない。 

２ 会計監査員は、会計監査の結果を会長及び総会にて報告する。 

 

第７章 規約の改廃 

＜規約の改廃＞ 

第２２条 この規約の改廃は、総会において議決権を持つ会員の過半数以上の賛成を得な

ければならない。また緊急を要する改正は臨時総会を開催し承認を得なければ

ならない。 

 

第８章 補足 

＜細則＞ 

第２３条  運営上の細則は理事会の議決を経て会長がこれを定める。 

 

付 則 

（施行） 

第２４条 ここまで規約は、平成３０年２月１日から施行する。 

 

制定    昭和５４年５月２０日 

改定    平成３０年１月２７日 

 


